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会員のみなさま、ごきげんよう

日毎の寒暖の差かおるものの、心地よさが

感じられる季節になりました。会員の皆さ

まはいかがお過ごしでしょうか。

今年度会長になりました小西淳子と申しま

す。よろしくお願いします。

　

Fあすなろ会jは４月15日に総会が終わり、

新たな年度を迎えました。今年度の予定は

８月５日（日）に滝川にある「そらぷち」

での交流会、11月24日（土）には理学療

法の講演会の開催が決定し、ワクワクして

ふ
こZx長 小西 淳子

おります。

　

「あナなろ会」の会員は疾患数が30に上り

ますので、それぞれの疾患についての情報

を提供するのに困難を覚えます。

でも、別の見方をすると、このような「あ

すなろ会」だからこそ出来ることがあるは

ずです。色々な活動を通して探っていきた

いと思います。

医療費助成の申請を却下された方へ

却下通知は指定難病の患者であることの証明になります。大切に保管しましょう。

却下通知は、障害者総合支援法のサービスを受ける際の証明として使えます。

もし、医療費がかかり、軽症高額（医療費総額が33,300円以上の月が３回以上）に該

当することになってしまった場合は、申請後１年以内であれば、新たに臨床調査個人

票を用意する必要はなく、３か月分の領収書とr医療費申告書jで申請できます。

　

（一般社団法人

　

日本難病・疾病団体協議会『ＪＰＡの仲間』2018冬第33号より）
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総会開催の報告

去る４月15日（日）に開催された総会の報告をします。

総会出欠葉書から会員のメッセージ、総会次第、出席者の感想、承認された議案書を掲

載します。
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K.W.

昨年12月に札幌市の中央保健

センターから「提出された自己

負担限度及び限度額が要件を

満たされないため」、「重症度が

一定以上でない」「軽症者特別

の要件も満たさない」ことを確

定したとの通知がありました。

覚悟していたものの力が抜け

てしまいました。

　　　　　　　　　　　　

N.M.

なんとか今年の冬も雪道歩けま

した。先のことを考えると暗く

なるので、今日の自分と向き合

って生きております。大変な冬

もあとちょっとですね。桜を楽

しみに頑張りましょうね。（体幹

障害）

　　　　　　　　　　　　

M.K.

名ばかりの会員でお手伝いも

出来なくて申し訳なく思って

おります。昨年、今年と雪が多

く大変。皆さまも体調崩してお

りませんか。年を重ねると不調

なとこ弓が日やで4k切44177こ

うかお体ご自愛ください。桜の

便りは何時頃でしょうか？

　　　　　　　　　　　　　　

A.S.

いつもお世話になっております。

体の具合が良くないので欠席さ

せていただきます。

- - - - - - - - - - - - ●

－ - - - - - - - - ⌒ - - - ● － － ~ ﾐ ﾐ ﾐ ﾐ ﾐ ﾐ ﾐ 1~ ~ - - - - - - - - - ●

－ - - - - - - - - - - - ●－ - - - - - - - - - - - - - ●- - - - - - - - - - - - - ●

汲

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - ●

- - - - - - 一 一 一 - - - - - - - ● - - - - - - - ~ ~ ﾐ ﾐ ﾐ ﾐ ﾐ ﾐ ﾐ ﾐ ~ ∽ ~ ~ d - - - ~ - - - - - - - - - - - - = - - - ﾐ ﾐ ●

－ - - - - - - ●

- 一 一 - - - - 一 一 - - ● 一 一 一 一 - - － - - 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一一一

｜

- - - - - - - ●ﾐ ﾐ ｰ - 一 一 一 ●

- - - - - - - - - ● - - - - - - - ●



　　　　　　　　　　　　　

Ｈヱ

皆さまお身体変わりありません

か?私は昨秋から今までのＡ型事

業所から市内のＳＣの品出し業務

に転職しました。

　　　　　　　　　　　　　　

￥Ｆ.

2月にインフルエンザＢ型に罹患

してしまい、本当に大変でした。

体調管理に気をつけます。皆さん

はどうですか?

　　　　　　　　　　　　　

M.Y.

漸く厳しい冬が終わり、春がやっ

て来ると思うと気持ちがわくわ

くしてきます。総会でみなさんに

お会いできるのを楽しみにして

います。

３

　　　　　　　　　　　　

M.Y.

　

「あすなろ会」の機関誌を楽し

みに見ています｡役員の皆さま

ありがとうございます｡特定医

療費（指定難病）の長期療養が

通り、通院しています。ほとん

ど全身に治療が必要となり体

調の悪い日もあり、会合の出席

は控えています

T.S.

あすなろ会の行事に参加出来ず

申し訳ありません。なかなか札幌

へ行けませんが、釧路で活動して

います。昨年は地元ＦＭラジオに

も出演しました。

　　　　　　　　　　　　　

M.H.

今、寒さであまり体調がすぐれず

にいます。
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c.s.

役員の皆さま、いつも会報ありが

とうございます。

　　　　　　　　　　　

S.M.

定期総会の隆盛を祈念いたします。
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盛り沢山の総会＆交流会

佐藤秀臣氏の話題提供

交流会

終了

４
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４月15日（土）13時から、北海道難病

センター3階会議室で開催された総会には

18名が参加しました。進行は下記の通りで

す。

30

　

受付開始

00

　

総会開始

　

開会の言葉

　

黙祷

　

会長挨拶

　

来賓挨拶

　

議長選出

　

審議

　

閉会の辞

休憩

14 : 00

15 : 00

16 : 00

　

議案書はすべて承認されて総会が終わり、

休憩をはさんで、難病連函館支部長を務め

ておられる会員の佐藤秀臣氏がパワーポイ

ントを使い函館支部の誕生から現在までを

話してくださいました。函館支部の活動の

広がりがよく分かり、支部の事務所がある

のは地域にとって良い事だなと思いました。

　

引続き行われた交流会では来賓として出

席された難病連理事の宮本恵子氏が全道集

会の分科会を担当していたこともあり、分

科会はFそらぷちjで交流会を開催するこ

とに決まりました。

　

総会後に恒例となった記念写真撮影をし

て１日のスケジュールが終わりました。

　　　　　　　　　

渡辺貢一

議案書も良く練り上げられ

ていて、役員の皆さんの意

欲を感じました。

議事進行もスムーズで何よ

りでした。

新年度が実り大きな年度に

なるよう祈っております。

　　　　　　　　　　

菅原幸子

いつもお世話になっていま

す。

色々身体は大変と思います

が、皆さまの元気そうな顔を

見れて良かったです。

　　　　　　　　　

山田史子

昨年は右側に卵巣がんが見

つかり、２度の手術をした

ため、あすなろ会の定期総

会に参加出来ませんでした

が、今年は無事に参加出来

て本当に良かったです。

皆さんのお顔やお声が聞け

て涙が出ました。

一年一年を大切に生きてい

きたいと思います。
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2017年度

　

活動報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

活動総括

　

2016年度は会長不在、事務局長退会という運営の危機がありましたが、17年度は渡辺義

弘が会長に、小西淳子が事務局長に就任し、新たに丸山靖子が運営委員に加わり、運営の

立て直しを図りました。会計収入では還付金が減少し、今後増額は見込めないために、経

費削減を目的として会報の発行を年間４回から３回に減らし、その代りに内容の充実に努

めましたが、「あすなろ会」はその性格上、疾患についての情報を出すのが困難ですので、

活動に関する記事と社会保障等の暮らしに関する情報を中心に掲載しました。交流会は総

会後と全道集会１日目の夜に開催し、会員同士の交流が出来、有意義なひと時を過ごせま

した。

　

難病連の運営には、運営委員から５名がそれぞれを担当し、会議等に出席しました。運

営委員以外にも各支部で会員が役割を担っています。事業には会員の参加もあり、活動の

貢献になりました。

　

難病法を法的根拠として各地で行われている難病対策地域協議会の名寄市では、会員２

名がメンバーとなり、協議会に参加しています。「あすなろ会」会員人数と事業、難病連の

活動に参加した実績は、以下の表をご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会員数

会員数

　　　　　　　　　　　　　　　

77名

　　　　　　　

賛助会員数

　　　

７名

　　　　

（内訳）

　

退会者数

　　　　

４名

　　　　　　　

協力会員

　　　　

８名

　　　　　　　　　

新入会者数

　　　

４名

　　　　　　　

特別会員

　　　　

17名

あすなろ会独自の事業

　　　　　

活動名

　　　　　　　　　　　

開催日

　　　　　　　　　

参加人数/回数等

総会

　　　　　　　　　　　　

５月13日

　　　　　　　　　　

13名

交流会

　　　　　　　　　　　

５月13日

　　　　　　　　　　

12名

　　　　　　　　　　　　　　

８月５日

　　　　　　　　　　　

16名

会報発行

　　　　　　　　　　

６月、10月、２月

　　　　　　

発行総部数212部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

内訳/郵送104、手渡し108

運営委員会

　　　　　　　　　

４月15日、６月３日

　　　　　

11回

　　　　　　　　　　　　　　

６月24日、６月28日、

　　　　　　　　　　　　　　

７月15日９月23日、

　　　　　　　　　　　　　　

９月30日、11月18日、

　　　　　　　　　　　　　　

12月16日、１月20日、

　　　　　　　　　　　　　　

３月31日

相談件数

　　　　　　　　　　

３件

　　　　　　　　　　　　

電話による

５



難病連の活動に参加

　　　　　　　　　

活動名

　　　　　　　　　

開催日

　　　　　

参加人数

　　

担当者

会議等

　　

北海道難病連評議委員会

　　

６月17日

　　　　　　　　　　　　　

森浩幸

　　　　　

北海道難病連全道加盟団体６月18日

　　　　　　　　　　　　　

渡辺義弘

　　　　　

連絡会議

　　　　　

事業委員会

　　　　　　　　

９月30日、３月10日

　　

１名

　　　　

渡辺義弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５月20日

　　　　　

札幌支部総会

　　　　　　　

５月24日

　　　　　　　　

１名

　　　　

小西淳子

　　　　　

札幌支部役員会

　　　　　　

９月20日、10月18日、１名

　　　　

小西淳子

　　　　　

札幌支部防災委員会

　　　　

８月31日、10月20臥

　

１名

　　　　

小西淳子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｎ月13日、12月１日

　　　　　

実務担当者会議

　　　　　　

３月３日

　　　　　　　　

２名

　　　　

河原貴子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小西淳子

　　　　　

難病対策プロジェクト

　　　

４月19日、５月24日、

　

１名

　　　　

渡辺義弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６月21日、７月19日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12月20日

　　　　　

札幌地区クリスマスパーテ

　

12月７日

　　　　　　　

１名

　　　　

吹田寿美

　　　　　

イ委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

子

　　　　　

活動資金部

　　　　　　　　

６月15日、８月31日、

　

１名

　　　　

我妻美智

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10月３日、10月14日

　　　　　　　

子

事業

　　　

札幌支部ミニレク

　　　　　

７月17日

　　　　　　　　

１名

　　　　　

北海道難病連全道集会

　　　

８月５日、６日

　　　　　

16名

　　　　　

街頭署名

　　　　　　　　　

10月７日

　　　　　　　

２名

　　　　　

バザー

　　　　　　　　　　

10月14日

　　　　　　　

４名

　　　　　

札幌支部

　　　　　　　　　

12月２日

　　　　　　　　

１名

　　　　　

心肺蘇生法を学ぼう

　　　　　

札幌支部クリスマス会

　　　

12月10日

　　　　　　　

４名

運営委員（8名）

　

担当名

　　　　　

氏名

会長

　　　　　

渡辺義弘

事務局長

　　

小西淳子

会計

　　　　　

河原貴子

監査

　　　　　

山田裕子

　

担当名

　　　　

氏名

運営委員

　　

森浩幸

運営委員

　　　

吹田寿美子

運営委員

　　　

我妻美智子

運営委員

　　　

丸山靖子

６



収入の部

　　　

－
(単位：円)

科

　　

日

　　　　　　　　

2017年度予算

　

2017年度決算

　

備

　　

考

会費収入

　　　　　　

……………………匹皿………………………匹.卿と竺と…………………………………………………………………………………
前受会費収入

　　　　　　　　　　　　　

………………………も皿きと社二芒竺…………………………………………………
芦やj芒芦ご

…………………………………………………………比皿…………………………江皿竺竺……………………………………………………………………………………
上部団体助成金収入

疾病回雙芒芒だご
……………………………………匹.郷………………………匹.卿.亘惣芒………………………………………………………………………………

匹療ぞ竺や芒弓禿
………………………………………Ｕ印…………………………………………………………………………………………………………………………………………

その他の助成金収入

寄付金収入

　　　

……

　　

………………………………………………………………詮t.旦9…………………………………………………………………………………………………
協力会還元金収入

　　　　　　　　

25,000

　　　　

29,50O道難病違協力会＠1000 21人・＠500 17人

募金箱尹芒金収う
…………………………………………………Ｕ印……………………………§.,.､9j1.§.?

y警や竺今そ
……
jj゛.二jj..ご二.と..でき芒.竺………

署名募金還元金収入

　　　　　　　

3 000　　　　　1,400 JPA国会請願署名募金募金額の2o％

　　　　　　　　　　　　　　　　　

........t.............................................､.....･.･●･,●･●●●●●●●●●●●●●●●●●●...･･,･････●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●･●････●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●･･････････
参加費収入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

32,000全道集会交流会会費＠2,000 16人分

販売事業収入

　　　　　　　　　

4 000 ビ－ﾉﾚ券・しめ縄等売上還元金

　　　　　　　　　　

......................･･●･,･･●4●●●●●●●●●●●●●●j......､......,.I･..･I･･........................･･.･...I..................･I･･.･..･....,...........j.......･..･..･･......･.I......････.･●●●●●●●●●』.....･..........●･････
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…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
受取利息収入

　　　　　　　

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
芒芒
…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

７

　　　　　　　　　　　　

2017年度

　

収支決算書

　　　　　　　　　　　　　

自：2 0 17年４月　１日

　　　　　　　　　　　　　

至：2 0 18年３月３１日

疾病団体名：

　　　　　　　　　

個人参加難病患者の会「あすなろ会」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（北海道難病連加盟疾病団体用）



支出の部

科

　　

目

　　　　　　　　

2017年度予算

　

2017年度決算

　

備

　　

考

会議費

　　　　　　　　　　　　

110,000

　　　　

98,069

　　　　　

役員会費

　　　　　　　

110,000

　　　　

97,389交通費・食事代・会場費・印刷代等

　　　　　

中央会議費

　　　　　　　　　　　　　　　　　

全国大会一役員会などの参加に要する費用

　　　　　

難病連会議

　　　　　　　　　　　　　　　

680実務担当者会議

事業費

　　　　　　　　　　　　

282,000

　　　　

225,884

　　　　　

総会・大会費

　　　　　　

35,000

　　　　

23,067会場費・旅費交通費・資料費等

　　　　　

難病連全道集会

　　　　

109,000　　　　68, 084旅費交通費等

　　　　　

医療講演会・相談会

　　　　

50,000

　　　　　

会報発行費

　　　　　　　

65,000　　　　42, 114 3回分

　　　　　

パンフレット発行費

　　　　　

研修会

　　　　　　　　　　　　　　　　

1,900札幌地区研修会

　　　　　

レク・交流会費

　　　　　

10,000

　　　　

77,449総会￥3,839全道集会￥73,610欠席者分負担

　　　　　

実態調査費

　　　　　

地区育成費

　　　　　

相談活動費

　　　　　　　

3,000

　　　　　

1,000

　　　　　

活動費

　　　　　　　　　

10,000　　　　12,270アラジン賛助会員年会費・弔電代・バザー。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名活動の交通費等

負担金

　　　　　　　　　　　　

108,000　　　　108, 000

　　　　　

全国会負担金

　　　　　

難病連加盟分担金

　　　　

105,000　　　　105, 000

　　　　　

HSK負担金

　　　　　　　　

3,000

　　　　　

3,000

維持運営費

　　　　　　　　　　　

14,681　　　　17,691

　　　　　

事務局費

　　　　　

消耗品費

　　　　　　　　

1,000

　　　　　

6,375インクカートリッジ代・封筒代等

　　　　　

通信費

　　　　　　　　　

10,000

　　　　

10,140

　　　　　

交通費

　　　　　　　　　

3,000

　　　　　　

880 ATMから出金のための交通費

　　　　　

資料費

　　　　　

雑費

　　　　　　　　　　　

681

　　　　　　

296引出手数料他

積立金支出

予備費

支出合計

　　　　　　　　　　　

514,681

　　　　

449,644

次期繰越金

　　　　　　　　　　　　　

0

　　　　

79,280

８



疾病団体名

あすなろ会
-

代表者名､＿

監査報告書

様

2017年度の収支決算について、監査の結果

適正であることを報告します。

監事

９

氏名

氏名

2017年

　

3月 31日

ム④立石牡⑩

　　　　

印

渡苔し叙弓八



疾病団体名

2017年度

　

積立金明細

あすなろ会

　　　　

項

　　　　

目

　　　　　

金

　

額（円）

前年度積立金額

　　　　　　　　　　

311,235

　

今年度積立額（十）

　

今年度積立金取崩額Ｏ

今年度積立金残高

　　　　　　　　　　

311,235

積立金内訳（年度末の金額）

　　

積立金の名称

　　　

金額（円）

　　　　　　

保管状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

金融機関名

　

北海道銀行

全道集会積立金

　　　　　　　　

160,979

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

金融機関名

　

北海道銀行

記念行事積立金

　　　　　　　　

150,256

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

金融機関名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

金融機関名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

金融機関名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

金融機関名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

金融機関名

　　　　

合

　　　

計

　　　　　　

311.235利息

　

30円含

10



2018年度活動計画

活動方針案

　

渡辺義弘会長の辞任に伴い、後任に小西淳子が就任しました。

　

今年度の会報は、年３回発行し「さまざまな制度」を連載します。難病連の相談室の全

面的な協力を得られましたので、この連載に力を入れます。集められた会費の使い道では

昨年度、会員全員に還元になる会報費は42,114円、参加者に還元になる交流会と全道集会

のための支出は108, 009円と会報費の約2.6倍となりました。この差を埋めるために11月

頃に講演会を開催し、内容の詳細を会報に掲載するようにします。テーマは理学療法や音

楽療法、アロマテラピーなどの代替え医療などを考えています。

　

交流会は総会後､全道集会２日目の分科会に開催を予定しています｡今年の全道集会（中

空知大会）は８月４日（土）・５日（日）で、滝川市と砂川市で行われます。全道集会以外

にも、難病連の活動に参加を行います。難病連と札幌支部の各担当者は下記の通りです。

一般財団法人北海道難病連

　

専門部会と委員会

　　　

専門部会／委員名

　　　　　　　　　

担当

　　　　　　　　　　　

担当者名

調査研究部会

　　　　　　　　

難病対策プロジェクト

　　　　

渡辺義弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

小西淳子

広報・活動資金部会

　　　　

札幌地区クリスマスパー

　　

吹田寿美子

　　　　　　　　　　　　　　

ティー委員会

　　　　　　　　　　　　　　

難病センターバザー委員会

　

我妻美智子

事業委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

渡辺義弘

評議委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

森浩幸

事業名

総会

会報

開催月

４月15日

事業

６月、10月、２月

事業名
一
交流会

講演会

　　

開催月

４月15日．

８月６日、

11月

11

｜１｜
｜



『あすなろ会』運営委員

　

役職名・担当名

　　　

氏名

　　　　　　　　　

疾患名

　　　　　　　　　　

住所

会長

　　　　　　　　

小西淳子

　　

ＣＩＤＰ（家族）

　　　　　　　　　　　

札幌市

事務局長

　　　　　　

小西淳子

　　

ＣＩＤＰ（家族）

　　　　　　　　　　

札幌市

会計

　　　　　　　

河原貴子

　　

脊椎空洞症による側わん症（家族）小樽市

監査

　　　　　　　　

山田裕子

　　

下垂体機能低下症（家族）

　　　　

札幌市

会報

　

（編集）

　　

小西淳子

　　

ＣＩＤＰ（家族）

　　　　　　　　　　

札幌市

　　　　

（編集）

　　

丸山靖子

　　

突発ﾄ生側わん症（本人）

　　　　　

名寄市

　　　

（印刷・発送）森浩幸

　　　

神経線維腫症Ｉ型（本人）

　　　　

江別市

運営委員

　　　　　　

吹田寿美子

　

突発陛側わん症（家族）

　　　　　

江別市

　　　　　　　　　　

我妻美智子

　

シェーグレン症候群（本人）

　　　

札幌市

　　　　　　　　　　

渡辺義弘

　　

サルコイドーシス（本人）

　　　　

千歳市．

　　　　　　　　　　　　　　　

新入会者の紹介

この度、皆さまとご縁かおり、あすなろ会の会員に４月から入会させていただきます小林

孝幸

　

72歳です。よろしくお願いいたします。私の疾患名は慢性炎症性脱胎吐多発神経炎

です。これからは皆さまと一緒に一日でも明るく楽しい日々を送りましょう。
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総会＆交流会の会計報告

－一一一一

運営委員の交通費と食事代・18,103円

出席者交通費助成・・・・・10,470円

会議室使用料・・・・・・・3,200円

交流会御茶菓子代・・・・・4,245円

垂れ幕作成費・・・・・・・・500円

議案書代金（請求書は後日）

　　　　

合

　

計・・・・・・36,518円

一一一

‐
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

｡
t
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I
I
―
I

総会終了後に撮影しました。
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収入の部

　　　

一一一

(単位：円)

－

科

　　

日

　　　　　　　　　

2017年度決算

　

2018年度予算

　

備

　　

考

会費収入

　　　　　　　　　　

141,600

　　　

ユ込卿叩Ajy

……………………………………………………………………………………

前受会費収入

　　　　　　　　　　

4 800

13

　　　　　　　　　　　

2 0 18年度　収支予算書

　　　　　　　　　　　　

自：2 0 18年４月　１日

　　　　　　　　　　　　

至：2 0 19年３月３１日

疾病団体名：

　　　　　　　　

個人参加難病患者の会「あすなろ会」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（北海道難病連加盟疾病団体用）



支出の部

科

　　

目

　　　　　　　　　

2017年度決算

　

2018年度予算

　

備

　　

考

会議費

　　　　　　　　　　　　　

98,069　　　　67, 500

　　　　

役員会費

　　　　　　　　

97,389　　　　65, 000

　　　　

中央会議費

　　　　　　　　　　

一

　　　　

難病連会議

　　　　　　　　

680

　　　　　

2,500

事業費

　　　　　　　　　　　　

225,884　　　　308,000

　　　　

総会・大会費

　　　　　　

23,067　　　　40,000

　　　　

難病連全道集会

　　　　　

68,084　　　　105,000

　　　　

医療講演会・相談会

　　　　　　　　　　　　

50,000

　　　　

会報発行費

　　　　　　　

42,114

　　　　

85,000

　　　　

パンフレット発行費

　　　　

研修会

　　　　　　　　　

1,900

　　　　　

5,000

　　　　

レク・交流会費

　　　　　

77,449　　　　10,000

　　　　

実態調査費

　　　　

地区育成費

　　　　

相談活動費

　　　　　　　

1,000

　　　　　

3,000

　　　　

活動費

　　　　　　　　　

12,270　　　　10,000

負担金

　　　　　　　　　　　　

108,000

　　　　

106,500

　　　　

全国会負担金

　　　　

難病連加盟分担金

　　　　

105,000

　　　　

103,500

　　　　

HSK負担金

　　　　　　　　

3,000

　　　　　

3,000

維持運営費

　　　　　　　　　　　

17,691

　　　　

18,280

　　　　

事務局費

　　　　

消耗品費

　　　　　　　　

6,375

　　　　　

5,000

　　　　

通信費

　　　　　　　　　

10,140　　　　10,000

　　　　

交通費

　　　　　　　　　　

880

　　　　　

1,000

　　　　

資料費

　　　　

雑費

　　　　　　　　　　　

296

　　　　　

2,280

積立金支出

予備費

支出合計

　　　　　　　　　　　

449,644

　　　　

500,280

次期繰越金

　　　　　　　　　　　

79,280　　　　　　　0
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全道集会の分科会は「そらぷち」で交流会

　　　

８月５日（日）9:00～12 : 00

㎜二二二㎜-二--二二㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜-㎜㎜㎜㎜㎜-㎜-㎜-㎜二㎜-㎜-IIi

　　

今年の難病連全道集会は､滝川｜

　

市と砂川市で行います｡参加のお｜

　

申し込みは難病連から送られてｌ

来る用紙で、難病連まで。

　

１日目の全体集会終了後は、交

流会を予定しております｡詳細は

後日、全道集会参加者に連絡しま

す。

　

２日目の「あすなろ会」の分科

会は、滝川市にある「そらぷち」

で行います。「そらぷち」は重い

疾患を抱えている子供たちに､遊

びの場を提供している所です。
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設立45周年記念

　

医療講演会のお知らせ

　　　

11月24日（土）13 : 00～
一一一一一－－－－－－－－一一一一一一－－－一一
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理学療法の医療講演会を開催します。お

申し込みは次号の会報でお知らせしま

す。

日

　

時:11月24日（土・祝）13 : 00～

会

　

場：難病センター3階会議室

テーマ：理学療法の基礎知識（仮）

講

　

師：日本医療大学教授高橋光彦先生

参加費：無料
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１

　

１

　

１

　

１

　

１

　

Ｌ，

１５

　　　　　　

講師紹介

　　　　　

高橋光彦先生

北海道大学大学院保健科学研究院保健

科学部門機能回復学分野をへて､現在は

日本医療大学リハビリテーション学科

理学療法学専攻で教授。

研究テーマは、運動療法の方略と解析。
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分科会はあすな

ろ会の他に５つの

患者会と合同に

　

なります。
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さまざまな制度

　　　　

医療費

その２

今回は医療費について、医療保険（健康保険）、指定難病と障害者手帳の医療費助成に

ついて紹介します。まず先に医療保険の仕組みの説明をしますが、指定難病医療費助成

の法的根拠となっている難病法については会報の前号で書きましたので､そちらにゆず

り、医療保険、指定難病と障害者手帳で、何に使えて問い合わせ先はどこなのかを載せ

ました。

≪歴史≫

医療保険（健康保険）

　

医療保険の始まりは1905年に鐘紡社長

の武藤山治が鐘紡共済組合を結成し、医療

給付、死亡給付、老齢年金、障害年金支給

のシステムを作りました。 1907年には帝国

鉄道庁現業員共済組合が出来、明治の終わ

りから大正にかけて専売、印刷、海運、陸

運、林野などの官業で共済組合が出来、

1938年に健康保険法が制定され政府管掌

健康保険が出来ました。 1948年に国民健康

保険の保険者を市長村にしてから、徐々に

広がり、1961年に国民皆保険になりました。

　

日本の国民皆保険は、それまでに既に存

在していた医療保険制度の加入者は除外す

る形で、それ以外の人たちをすべて居住地

の市町村の国民健康保険に加入させる事に

より実現しました。ですから、現在も加入

する制度は、働き方や勤務先などによって

異なり、制度が分立しています。

r‾"‾"""'‘¨'“¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨" 1

｜日本で初めて職域の共済組合｜

ｉを結成した武藤山治は、明治｜

ｉから昭和初期にかけて､財界、１

ｉ政界､言論界で活躍しました川

ﾖ.-._______.___.__.___....…...………........j
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≪給付の仕組み≫

医療費の給付には償還払いと現物給付の二

つの方法があります。

償還払い

　

保健に入っている被保険者は保険者に保

険料を支払います。被保険者が医療機関に

行き、医療サービスを受け医療費を支払い

ます。かかった医療費を保険者に請求し払

い戻しを受けます。民間の医療保険がこの

方法を取っています。

現物支給

　

被保険者は保険者に保険料を支払います。

保険者が公的医療保険を取り扱える医療機

関にかかり、保健医療サービスを受けると、

保険証を提示して一部負担金を支払います。

保険者は医療機関に診療報酬支払いをしま

す。公的な医療保険はこの方法を取ってい

ます。

医療費の給付
償還払い

医療機関

医療費支払い

　

患者

被保険者

♂

保険者
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現物給付

保健医療サービス

医療機関

一部負担

の支払い

保険者

　

患者

被保険者
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≪医療保険の種類≫

　

誰がどの保険に入るかは、働き方や勤務

先によって違い、法律によってきめられて

います。大企業に努めている人とその家族

は各種健康保険組合に、公務員とその家族

は各共済組合に、中小企業などに努めてい

る人とその家族は全国健康保険組合に、農

業、自営業、無職などの人とその家族は国

民健康保険にと、日本に住所のある人は後

期高齢者と生活保護世帯以外は加入が義務

付けられています。被保険者は世帯ごとに

加盟し扶養家族ごとになります。扶養家族

にはおりがたい制度であり、単身者はそう

いう家族の分まで一緒に負担しているので

すが、保険料が応酬比例であり、社会保障

の連帯原理の表れとなっています。

　

保険料は、収入の一定割合という形で決

められていて、平均すると2013年度では

8.67%です。かつては毎月の給与だけが対

象になっていましたが、現在はボーナスか

らも同じ率で負担する総報酬制が採用され

ています。

　

健康保険や共済組合は勤め先の事業所を

単位として適用されていますが、それ以外

の人は市町村の区域を単位とした国民健康

保険に入ります。

　

2008年４月から施行された後期高齢者医

療制度により、65歳以上の障がいのある人

と75歳以上の人は､それまで入っていた医

療保険制度を脱退し、こちらの方になりま

す。

国民皆保険の概念図
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税金

≪保険診療と保険外診療≫

　

日本がまだ貧しく保険財政がひっ迫して

いた頃は、診療内容に制限があり治療方法

の順序が決められていませんでしたが、

1962年～63年にかけて、制限診療が撤廃

になりましたが、全てが保険診療になりま

せんでした。研究段階の先端医療、陶製の

材料を使ったものなどの特殊な歯科補綴、

眼鏡、補聴器、薬局で買う風邪薬などの売

薬､通常の出産は保険適用外になりました。

数度の法改正により、保険診療と保険外診

療を利用できる混合診療が認められました。

2006年の法改正では､保険外併用療養費制

度が創設され、保険外である研究段階を終

え一定の実績を積んだ高度先進医療と新薬

　

（評価医療）、治療の本質には拘らない差額

ベッド、入院時の食事、診療時間外に受診

するコンビニ診療など（選定医療）と併用

できる混合診療が出来るようになりました。

≪医療費の流れ≫

　

被保険者がけがや病気で医療機関や処方

箇を持って薬局に行くと、かかった医療費

の３割を窓口で支払います。医療機関と薬

局は月ごとに、職域と生活保護の分はF社

会保険診療報酬支払基金jの支部が都道府

県ごとにありますので、そこにレセプトを

送ります。受け取った支部は審査をしてか

ら、それぞれの保険者に送り、お金のやり

取りをした後で診療報酬を医療機関や薬局

に支払います。

　

国民健康保険、介護保険、後期高齢者医

療の分け同様にF国民健康保険団体連合会j

と行います。

医療費の流れ

患者
被保険者

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療
診
療
報
酬

医療機関
薬局
レ
セ
プ
ト

国民健康保険団体連合

税金

一一 - － －

各保険者

診
療
報
酬

社会保険診療報酬支払基金

　　　　　

各保険者

　　

１
支援
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≪後期高齢者医療≫

　

日本は国民皆保険ですから、いずれかの

公的医療保険に加入しています。そこで出

て来た問題は高齢者医療です。高齢者は平

均すると病気になりやすく、年金生活を送

っている人が多くて、国民健康保険に加入

しています。医療費は生涯で平均約2,500

万円になり、その半分は70歳以上でかかっ

ています。勤めていた頃は職域の医療保険

に加入し、退職したら国民健康保険に加入

になります。そこで、負担の公平の観点か

ら調整が必要になりました。

　

次に2012年度の一人あたりの診療費を

後期高齢者とそれ以前の人とを比較してみ

ます。後期高齢者の診療費は4.5倍、その

内入院は6､8倍、外来は3.6倍になってい

ます。入院で見ると受診率は6.4倍、１ｲ牛

当たりの受診日数は1.4倍、１日当たりの

診療費は0.8倍です。後期高齢者は、入院

は長いが医療内容はそれまでの年齢の人よ

りも薄いのが分かります。この数字は、自

宅にいるよりは入院した方が安心だよねと

いう介護的な要因で入院している人が多い

ことを示しています。このように後期高齢

者は診療費がかかっているのが分かります。

　

2002年に法改正があり、後期高齢者医療

制度が出来ました。対象が75歳以上（障害

のある人は65歳以上）で、それまで加入し

ていた公的な制度を離れて、全員が個人で

加入します。都道府県単位で、全市町村が

参加して「後期高齢者医療広域連合」が設

立されました。財源は保険料10％、国保と

被用者保険からの支援が約40％、国、都道

府県、市町村の公費が約50％です。このよ

引こ公平に負担をするようになりました。

後期高齢者医療

加入者:75歳以上(障害のある人は65歳以上)全員

/
/

　

一人あたりの

　

ｰ、．

　　　

後期高齢前

　

後期高齢者

診療費20.17^円

　

90.47:;円(4.5倍)
内入院6.7万円

　

45.ﾌﾞ万円(6.8f音)

内外来11.5万円41,7万円く3.6倍)

入院では

　　　　　

受診率

　

6.4倍

　　　

1件当たりの受診日数

　

1.4fg

　　　　

1日当たりの診療費

　

0.8f合

外来で|ま

　　　　　

受診率

　

2.4倍

　　　

1件当たりの受診日数

　

1.3倍

　　　　

1日当たりの診療費1.2倍

後期高齢者の、それ以前

　

の年齢の人との割合

　

後期高齢者医療

　　　

広域連合

　

保

　　

支援

　　　　

公費

　

霖

　

約4o％

　　

約5(y％｀'

　

10

　

％

　

国民健康保

　

割合

　　

;

用者保険lj府県:1

　　　　　　　

市町村:1

1
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利用できる医療助成と問い合わせ先

ま

　　　　

≪医療保険（健康保険）≫

医療保険には、以上の説明してきた現物支

給の外に、金銭給付があります。

・傷病手当金（国民健康保険以外）

　　

けがや病気で会社を休んでいる間の

　　

保証で、支給期間は開始日から最長で

　　

１年６ヵ月。

・出産手当金

・出産育児一時金など

加入している保険制度によって利用できな

いものもありますので、勤めている方は職

場に、国民健康保険の方は、住民票のある

役所お問い合わせください。

　　

≪指定難病（難病医療助成制度≫

　

指定難病(331疾患）にかかっている方

で、「重症度分類等」に照らして症状の程度

が一定程度以上の方、もしくは申請する前

の１年間で､月に33,300円以上が３回以上

ある方。認定されると難病の治療にかかる

自己負担割合が下がり、月の負担上限額が

設定されます。高額な治療をを長期にわた

って行う必要があれば、負担はさらに軽く

なります。法的根拠は難病法ですので、前

回の会報の記事『難病法と患者会活動』を

ご覧ください。

お問い合わせは、お住まいの保険所または

保健センターまで。

　　　

≪重度心身障害者医療費助成≫

　

1～3級（3級は内部障害のみ）の身体障

害者手帳、その他、知的障害、精神障害の

手帳をお持ちの方が医療費助成を受けられ

21

　

す。原則として医療費の１割が自己負担

となります。

お問い合わせは、お住まいの役所まで。

　

≪高額医療費（限度額適用認定証）≫

同一月にかかった医療費の自己負担額が高

額になった場合､一定の金額を超えた分か、

後で払い戻される制度です。領収書は保管

してください。７０歳未満の方で事前に医

療費が高額になるのが分かっている場合、

限度額適用認定証を提示する方法がありま

す。

お問い合わせは、加入している医療保険制

度により異なります（職場、役所など）。

　　　　　

≪子供の医療費助成≫

●

　

全ての中学生までの医療費助成

　

●

市町村により、ある所とない所があります。

お問い合わせはお住まいの役所まで。

●

　

小児慢性特定疾病医療費助成制度

　

●

小児慢性特定疾病(756疾患）にかかって

いる児童等について､健全育成の観点から、

患児家族の医療費の負担軽減を図るために

その医療費の自己負担分の一部が助成され

ます。お問い合わせは、お住まいの保健所

または保健センターまで。

●

　

自立支援医療

　

●

障害のある18歳未満のお子さんが対象で

す。お問い合わせはお住いの役所まで。



ジェネリック医薬品に変えてみると・・

　

私（小西淳子）が娘の薬を取りに薬局に

出向くと、Fジェネリック医薬品にしません

か？」と聞かれました。ジェネリックに変

えてはいけない薬にはチェックが入ってい

るので､それ以外なら可能だとのことです。

　

薬局の人に、ジェネリックに変えた場合

と変えない場合の金額を計算してもらいま

した。

　

薬局の説明では、前回の薬代は3,440円

かかっていて、それをジェネリックに変え

ると2,470円になり､970円安くなります。

３か月ごとの通院なので、年間４回ですか

ら、一年間で3,880円安くなります。

魅力的な数字がでました。

新薬は9～17年の歳月と数百億円の開発費

がかかります｡新薬の特許期間が過ぎると、

他の製薬会社から同じ有効成分を使った薬

が製造できます｡その開発には3～4年の歳

月と約一億円の開発費で済みますので、安

くできるのです。

　

製品によっては、飲みやすいように大き

さ、味、香りを改良したものもあるとのこ

と。もちろん、厚労省の認可が下りていま

す。

　

日本の医療費は年間１兆円づつ増加して

いるといわれています。平成27年度では、

国民医療費は42兆3644億円、その内薬局

調剤医療費は７兆9831億円です。

　

税金が投入されている医療費の削減は医

療保険者や国の財政も、娘のお財布も軽く

します。ちりも積もれば山となる作戦をと

ることにしました。愛しのジェネリックで

す。
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会費納入御お願い

　

○

平成30年度の会費の振込用紙を同封しましたので､出来るだけ早くお振込みくださ

いますよう、お願いいたします。

会費:2,400円

賛助会員:2,000円（会員は必要ありません）

あわせて北海道難病連「運営協力会」にご加入下さいますようお願いいたします。

お詫びと訂正

２月に発行しました会報165号の「難病法と患者会活動」の記事で間違いがあり

ましたので、お詫びして訂正いたします。

　

【誤】

５ページ右側の下３行の「医療費助成に関して、現在は法律に基づかない予算事

業（特定疾患治療研究事業）として実施しています｡j

　

【正】

削除

　

（医療費助成は都道府県が二分の一、国が二分の一を負担しています｡）

編集人：個人参加難病の会「あすなろ会」

　　

あすなろ166号

住

　

所:〒064－8506

　　　　　

札幌市中央区南４条西10丁目難病センター内

電

　

話:011-512-3233

　　　

FAX : 011-512-4807

発行人：北海道障害者団体的刊行物協会

　

細川久美子

　　　　　

昭和48年１月13日

　

第三種郵便物認可

　　　　　

2018年６月10日発行

　

ＨＳＫ通巻555号

　　　　　

（毎月１回10日発行）１部100円（会員は会費に含まれます）

本会報の購読に関するお問い合わせは「あすなろ会」までご連絡お願いいたします。
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